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第 2回 

日時…2012 年８月 5 日（日） 
開演…14 時 (開場 13 時 30 分・終演予定 16 時)  

場所…小倉南生涯学習センター･大ホール 
小倉南区若園 5丁目 1-5 TEL093-931-1286 

 

 

 

 

 

≪参加費≫ 大人 600 円・小中高生 300 円 

≪主 催≫ 読み聞かせボランティア「おとぎぞうし」 

≪後 援≫ 北九州市・北九州市教育委員会・社会福祉法人北九州市社会福祉協議会・ 

ＮＨＫ北九州放送局・朝日新聞社・毎日新聞社・福岡県書店商業組合 

≪お問合わせ先≫ 戸次(べっき)隆子 TEL093-961-3420 

※駐車場に限りがあります。公共交通機関をご利用ください。 

バス…小倉駅バスセンターより 12 番…小倉南区役所前下車・平和通り(3)より 5 番…企救中学校前下車        

38 番･110 番(都市高速経由)・138 番(都市高速経由)…企救中学校前下車 

モノレール…北方駅下車・徒歩 8 分 

北九州市は一昨年、 
『非核平和都市宣言』を行いました。 

大切なこの宣言を、 
朗読や音楽を通じて実践できたら… 

そんな思いから 
このコンサートが生まれました。 

プログラムは 

裏面だよ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

プログラム 

≪第 2部≫ 

 ○合唱と語りによる構成「平和の旅へ」 
 

 

 

当時 16 歳の渡辺千恵子さん(1993 年没)は、学徒動員で働いていた工場で

原爆にあい、下半身不随の身となります。しかし、さまざまな苦痛や虚無感と

闘い、母親の励ましを得ながら「長崎の語り部」として生きることに人生の意

味を見いだします。そして、車椅子で核兵器廃絶を訴える｢平和の旅」に出か

けるようになるのです。この曲は彼女の半生を綴った、8 曲の合唱と語りから

なる約 30 分の構成組曲です。 

 この曲は、被爆 40 周年(1985 年)に、渡辺さんの証言をもとに長崎の方た

ちによってつくられました。これまで様々なところで上演奏され、約 10 万人

の人たちの耳に届いています。今では渡辺さんに代わる長崎の「語り部」とし

ての役割を担いながら、各地で公演されています。 

 また、長崎を訪れた修学旅行生を前にした演奏や、学校での生徒自身による

公演も行われるようになってきています。 

≪第１部≫ 

○オープニング曲｢８月の小倉｣ 

○朗読「ちいちゃんのかげおくり」…小・中・高校生を中心に 

○朗読「こだまでしょうか」「わたしと小鳥とすずと」「星とたんぽぽ」  

北九州みすゞ会 

○朗読「昭和二十年八さいの日記」…大人を中心に 

佐木隆三・文、黒田征太郎・絵 

○手話ダンス「ビリーブ」「見上げてごらん夜の星を」 YOU & I 北九州 

○独唱…大家征也(予定) 

○みんなで歌おう…｢ふるさとの山影」 

○群読「北九州非核平和都市宣言」    

 

プログラムが変更になる場合があります。 

ご容赦ください。 

｢平和の旅へ｣合唱団は、地元のいろいろな合唱団と個人で構成されています。 

 


